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㸳㸬� ヲ⣽ㄪᰝⅠ（森林ෆ放射性≀㉁ศᕸㄪᰝ） 
 

5.1.� ┠的 

� 東ி㟁ຊ福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤ事故ࡽ࠿⣙༙年後の 2011 年 8～9 月にࡅ࠿て、福島┴ෆ

の森林にࡅ࠾る放射⬟ởᰁのᐇែㄪᰝを⾜ࡗた。ࡑの結果、放射性セシウムはᶞᮌの葉ࡸᯞ、

林ᗋのⴠ葉ᒙ、表ᒙᅵተ（0-5 cm）にᏑᅾし、ᮦෆ㒊ࡸ事故後にఙ㛗した葉ཬࡧ 5 cm ௨῝

のᅵተの濃度はపࡗ࠿た（林野ᗇ㸪2011㸹ཧ⪃文献 の後の放射性セシウムのศᕸのࡑ。（1

変化をぢるため、1 年後の 2012 年 8～9 月にྠ一ᆅⅬで⥅⥆ㄪᰝを⾜ࡗた。ࡑの結果、ᆅୖ

㒊ࡸⴠ葉ᒙの放射性セシウム๭ྜࡀῶᑡし、῝ࡉ 0-5 cm の表ᒙᅵተの放射性セシウムの๭

ୖ。ቑຍしていたࡀྜ グのศᕸ変化は、㞵にࡼるὙ⬺ࡸリターの⬺ⴠ・ศゎにࡗࡼてᆅୖ㒊

た（林野ᗇ㸪ࢀࡽ࠼⪄表ᒙᅵተに⛣⾜したためとࡀた放射性セシウムࢀࡉ✚ⴠ葉ᒙに⵳ࡸ

2013㸹ཧ⪃文献 にࡽࡉ。（2 2013 年 8～9 月と 2014 年 7～9 月、2015 年 8～9 月、2016 年 8

～9 月、2017 年 8 月、2018 年 8～9 月、2019 年 7～9 月に⥅⥆ㄪᰝを⾜ࡗた結果、ྛ㒊఩の

放射性セシウムの濃度ࡸศᕸは๓年ࡽ࠿大ࡃࡁは変化していࡗ࠿࡞た（林野ᗇ㸪2014㸹ཧ⪃

文献 3、林野ᗇ㸪2015㸹ཧ⪃文献 4、林野ᗇ㸪2016㸹ཧ⪃文献 5、林野ᗇ㸪2017㸹ཧ⪃文献

6、林野ᗇ㸪2018㸹ཧ⪃文献 7、林野ᗇ㸪2019㸹ཧ⪃文献 8、林野ᗇ㸪2020㸹ཧ⪃文献 9）。ᮏ

ㄪᰝでは引ྠࡁ⥆ࡁ一ㄪᰝᆅに࠾いてㄪᰝを⾜い、森林ෆの放射性セシウムのศᕸ≧ἣの

変化を᫂࠿ࡽにするࡇとを┠的とする。 

 

5.2.� ㄪᰝᆅⅬཬࡧㄪᰝࣗࢪࢣࢫール 

 

 福島第一原発ࡽ࠿の㊥㞳 

 

� � 㤋山� � 19 km 

 

三ツ石� � 26 km  

 

� � 金山� � 28 km 

 

� � 大玉� � 66 km 

 

図 5.-1� ㄪᰝᆅの఩⨨と原Ꮚຊ発㟁ᡤࡽ࠿の㊥㞳 

 

ㄪᰝは 2011 年度にタ定した福島┴ෆの 2 ⟠ᡤ（三ツ石、大玉）、2012 年度にタ定した 1

⟠ᡤ（金山）、2017 年度にタ定した 1 ⟠ᡤ（㤋山）のㄪᰝᆅで⾜ࡗた（図 5.-1）。三ツ石ㄪᰝ

ᆅは東ி㟁ຊ福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤ26ࡽ࠿ kmのㄪᰝᆅでࡾ࠶、ㄪᰝ林ศは52年生ࢫギ林、

三ツ石 

大玉 

福島第一原発 

ㄪᰝᆅⅬ 

金山 
㤋山 
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35 年生ࣄノキ林、35 年生ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林（௨後コࢼラ林とする）で࠶る。金山ㄪᰝᆅは 64 年

生のࢫギ林、㤋山ㄪᰝᆅは 54 年生のア࢝マツ林で࠶る。大玉ㄪᰝᆅは原発ࡽ࠿ 66 km に఩

⨨し、ㄪᰝ林ศは 51 年生ࢫギ林で࠶る。 

 

 

 

 

 

表 5.-1� ㄪᰝᆅのᡤᅾᆅとㄪᰝ期間 

ㄪᰝᆅ 林┦ ᡤᅾᆅ ㄪᰝ期間 㠃✚ 

㤋山 ア࢝マツ林 福島┴཮葉㒆ᕝෆᮧୗᕝෆ（☬ᇛ

森林⟶⌮⨫⟶ෆ㤋山ᅜ᭷林 632 林

 （⌜ᑠࡠ⌜

2020 年 8 月 28 ᪥ 

2020 年 8 月 31 ᪥ 

～9 月 1 ᪥ 

0.24 ha 

(30×80 m) 

三ツ石 ࢫギ林 福島┴཮葉㒆ᕝෆᮧୗᕝෆ（☬ᇛ

森林⟶⌮⨫⟶ෆᒸ山ᅜ᭷林 623 林

 （⌜ᑠ࡯⌜

2020 年 8 月 20 ᪥ 

2020 年 8 月 25 ᪥ 

0.16 ha 

(20×80 m) 

 ノキ林 福島┴཮葉㒆ᕝෆᮧୗᕝෆࣄ 

（ᕝෆᮧᮧ᭷林） 

2020 年 8 月 21 ᪥ 

2020 年 8 月 25 ᪥ 

～8 月 26 ᪥ 

0.10 ha 

(20×50 m) 

 コࢼラ林 福島┴཮葉㒆ᕝෆᮧୖᕝෆ 

（ᕝෆᮧᮧ᭷林） 

2020 年 8 月 21 ᪥ 

2020 年 8 月 25 ᪥ 

～8 月 26 ᪥ 

0.06 ha 

(20×30 m) 

金山 ࢫギ林 福島┴཮葉㒆ᕝෆᮧୖᕝෆ 

（ᕝෆᮧᮧ᭷林） 

2020 年 8 月 24 ᪥ 

2020 年 8 月 27 ᪥ 

2020 年 12 月 3 ᪥ 

0.12 ha 

(40×30 m) 

大玉 ࢫギ林 福島┴Ᏻ㐩㒆大玉ᮧ玉஭（福島森

林⟶⌮⨫⟶ෆ๓ࣨᕌእᅜ᭷林 4 林

⌜い 2・3 ᑠ⌜） 

2020 年 7 月 30 ᪥ 

2020 年 8 月 3 ᪥ 

～8 月 4 ᪥ 

0.24 ha 

(30×80 m) 
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 ෗┿ 5.-1� 㤋山ㄪᰝᆅのア࢝マツ林 ෗┿ 5.-2� 三ツ石ㄪᰝᆅのࢫギ林 

 

  

 ෗┿ 5.-3� 三ツ石ㄪᰝᆅのࣄノキ林 ෗┿ 5.-4�  三ツ石ㄪᰝᆅのコࢼラ林 

 

 

 ෗┿ 5.-5� 金山ㄪᰝᆅのࢫギ林 ෗┿ 5.-6� 大玉ㄪᰝᆅのࢫギ林 
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5.3.� ㄪᰝ᪉ἲ 

5.3.1.� ✵間線㔞⋡ㄪᰝ 

✵間線㔞⋡は、ࢵࣟࣉトෆの 10 m ẖの᱁ᏊⅬに࠾いて、NaI(Tl)シンࢳレーシࣙンᘧࢧー

イ࣓ータを用いてᆅୖ㧗࣋ 1 m と 10 cm で測定した。測定್は開ጞࡽ࠿ 30 ⛊௨ୖ経㐣して

 。グ㘓したࡽ࠿てࡗᏳ定するのをᚅࡀイ࣓ータの表示࣋ーࢧ

 

5.3.2.� 森林の⌧Ꮡ㔞ㄪᰝ 

㤋山、三ツ石、金山、大玉のྛㄪᰝᆅにタ定したᅛ定ࢵࣟࣉト（表 5.-1）に࠾いて、林ෙ

ᮌ（⬚㧗直ᚄࡀ 10 cm ௨ୖの生❧ᮌ）のẖᮌㄪᰝを⾜い、⌧Ꮡ㔞ཬࡧ成㛗㔞を推定した。一

㒊ㄪᰝᆅでは、林ෙᮌにຍ࠼、⬚㧗直ᚄࡀ 10 cm ᮍ‶の個体（௨後ᑠᚄᮌと࿧ࡪ）と林ᗋ᳜

生（ⲡᮏ・ᮌᮏ㢮、㧗ࡉ 1.3 m ᮍ‶）を対㇟に⌧Ꮡ㔞ㄪᰝを⾜い、林ศレ࣋ルの放射性セシ

ウム⵳✚㔞を推定した。⌧Ꮡ㔞の推定᪉ἲは、Ლᮏ2014）࠿࡯㸹ཧ⪃文献 10）にᚑい、௨ୗ

のとࡾ࠾ㄪᰝᆅඹ通のᡭἲを用いて⾜ࡗた。 

 

（㸯）ᶞᮌの⌧Ꮡ㔞推定 

ᶞᮌのᆅୖ㒊⌧Ꮡ㔞は、ᖿ、ᯞ、葉に༊ศし、ᖿはࡽࡉにᶞ⓶、ᚰᮦ、㎶ᮦの 3 㒊఩にศ

て推定した（図ࡅ ᯞと葉の⌧Ꮡ㔞は、᪤Ꮡの㈨ᩱ（ி㒔㆟定᭩ᅜูሗ࿌用ࡕ࠺のࡑ。（2-.5

に཰集ࢀࡉたㄪᰝデータ➼）をࡶとにᶞ種ู（ࢫギ、ア࢝マツ、ࣄノキ、ⴠ葉ᗈ葉ᶞ）に⬚

㧗直ᚄ（DBH）を変数としたᯞ㔜、葉㔜（஝⇱㔜㔞）ࢀࡒࢀࡑのア࣓ࣟトリーᘧ（w = a DBHb㸹

a、b はಀ数）を作成し推定した。࠾࡞、ⴠ葉ᗈ葉ᶞの推定ᘧの作成には、᪤Ꮡ㈨ᩱ（林野ᗇ

のᮍබ開㈨ᩱ）のコࢼラ、ࢼࢬ࣑ラ、ࢡリ௚ 10 数種をྵࡴఆಽᮌデータを౑用した（Ლᮏ

㸪2014㸹ཧ⪃文献࠿࡯ 10）。ᖿの⌧Ꮡ㔞は、ձࢵࣟࣉトෆのྛ個体のᖿᮦ✚を計⟬し、ղᶞ

⓶・ᚰᮦ・㎶ᮦのᐜ✚比（඲ᖿᮦ✚に༨めるᐜ✚の๭ྜ）を用いてྛ㒊఩のᮦ✚を求め、ճ

ྛ㒊఩のᐜ✚ᐦ度（஝㔜㸭ᮦ✚）を஌じて஝⇱㔜㔞に᥮⟬するᡭ㡰で推定した。ୖ グの推定

᪉ἲを数ᘧで表すと、㹙ᖿྛ㒊఩の⌧Ꮡ㔞㹛㸻㹙ᖿᮦ✚㹛×㹙ྛ㒊఩のᐜ✚比㹛×㹙ᐜ✚ᐦ度㹛

で࠶る。࠾࡞、ᖿᮦ✚の計⟬には、DBH とᶞ㧗（H）を変数とするᶞ種（ࢫギ、ア࢝マツ、

㸪2010㸹ཧ⪃文献࠿࡯⏣たᮦ✚計⟬ᘧ（⣽ࢀࡉ直ᚄ㝵ูにㄪᩚࡧノキ、ⴠ葉ᗈ葉ᶞ）ཬࣄ 11）

を用いた。たࡔし、ᶞ㧗（H）はࢵࣟࣉトの඲個体にࡘいて測定してい࡞いため、一㒊個体

（20～30 ᮏ）の測定データࡽ࠿直ᚄとᶞ㧗（DBH㸫H）の関ಀᘧをᑟࡑ、ࡁの推定್をᖿᮦ

✚の計⟬に౑用した。㒊఩ูのᐜ✚比とᐜ✚ᐦ度の್には、後㏙する࠺ࡼにྛࢵࣟࣉトのఆ

ಽᮌ（3 ᮏ）の෇ᯈヨᩱ➼でᚓࢀࡽたᖹᆒ್を用いた（5.3.3.ཧ↷）。ࡲた、ఆಽㄪᰝを⾜ࡗ

てい࡞い三ツ石、金山のㄪᰝᆅでは、ᐜ✚比、ᐜ✚ᐦ度ࡀ求め࡞ࢀࡽいため、2016 年度と

ྠじ್を౑用した。 

 

（㸰）ᑠᚄᮌの⌧Ꮡ㔞推定 

ᑠᚄᮌの⌧Ꮡ㔞は、ᖿ・ᯞྜ計と葉の 2 て推定した（図ࡅの㒊఩にศࡘ 5.-2）。ᑠᚄᮌの
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ẖᮌㄪᰝは、ᅛ定ࢵࣟࣉトෆを 10 m×10 m のࢧブࢵࣟࣉトに༊ศし、ࡑのࡕ࠺対ゅ線ୖの

୧㝮に఩⨨する 2 トを対㇟に、ðࢵࣟࣉブࢧのࡘ 種をุูして直ᚄ（DBH）を測定した。ྛ

個体のᖿ・ᯞྜ計㔜と葉㔜は、（㸯）とྠᵝ、⬚㧗直ᚄを変数とするア࣓ࣟトリーᘧをࢀࡑ

ྛ。作成して推定したࢀࡒ ᘧの作成には、෭ ᖏⴠ葉ᗈ葉ᶞ林でᚓࢀࡽたఆಽᮌの㈨ᩱを用

いた（ᗈ葉ᶞ 13 種、DBH< 10 cm の個体のࡳ 31 ᮏ㑅ู）（ᑠぢ山࠿࡯㸪2002㸹ཧ⪃文献 12）。

௒年度は大玉ࢫギ林ཬࡧ三ツ石コࢼラ林でᑠᚄᮌのẖᮌㄪᰝを⾜い、௚のㄪᰝᆅのᑠᚄᮌ

の⌧Ꮡ㔞は๓年度とྠじ್を用いた。 

 

（㸱）林ᗋ（ୗᒙ）᳜生の⌧Ꮡ㔞推定ἲ 

ྛᅛ定ࢵࣟࣉトෆに、᪉ᙧᯟ（1 m×1 m）をランࢲムに 5 個（㤋山ア࢝マツでは 6 個）ࡎ

。採取した、ࡾ取ࡾてส࡭た᳜≀体㒊ศをすࡁにᆅୖ㒊の生ࡎࡏタ⨨し、ⲡᮏ・ᮌᮏを༊ูࡘ

採取ヨᩱは、葉ࡸᯞ࡝࡞の㒊఩に༊ูࡎࡏに஝⇱㔜㔞を測定した。ྛ ㄪᰝᆅの⌧Ꮡ㔞は、ࡇ

ࡽࢀ 5 ᪉ᙧᯟ（㤋山ア࢝マツは 6 ᪉ᙧᯟ）のᖹᆒ஝⇱㔜㔞として⟬ฟした。 

 

 

 

 

 

図 5.-2� ᶞᮌ個体の㒊఩ู⌧Ꮡ㔞の推定ᡭ㡰 

㔜ࡉはす࡭て஝⇱㔜㔞を示す。 
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5.3.3.� ศᯒ用ヨᩱの採取 

ⴠ葉ᒙཬࡧᅵተの採取は、㤋山ア࢝マツ林、三ツ石ࢫギ林、金山ࢫギ林、大玉ࢫギ林のྛ

ㄪᰝࢵࣟࣉトෆの 12 ᆅⅬ、三ツ石ࣄノキ林、三ツ石コࢼラ林ではྛㄪᰝᆅ 6 ᆅⅬで⾜ࡗた

（෗┿ 5.-7）。ⴠ葉ᒙは᪉ᙧᯟ（25 cm×25 cm）を用いてᯟෆのす࡭てのሁ✚᭷ᶵ≀を採取し

た。ᅵተはⴠ葉ᒙの採取ᆅⅬで採ᅵ෇⟄（Daiki、㧗ࡉ 5 cm、ෆᚄ 11 cm）を用いて採取し

た。表ᒙ 0-5 cm のᅵተは඲てのᆅⅬで、5-10、10-15、15-20 cm ῝のᅵተは 4 ᆅⅬで採取し

た。࠾࡞、金山ࢫギ林の 1 ᆅⅬにࡘいては、8 月のㄪᰝで採取したᅵተの放射性セシウム濃

度の測定್ࡽ࠿࡝࡞、一度ᇙめᡠした⟠ᡤ（௨๓のᅵተ採取ᆅⅬ）でᅵተヨᩱを採取したྍ

⬟性ࡀ␲ࢀࢃたため、12 月に෌度ⴠ葉ᒙཬࡧᅵተを採取した。 

三ツ石ࢫギ林、金山ࢫギ林、三ツ石ࣄノキ林、三ツ石コࢼラ林のㄪᰝᆅでのᶞ⓶、ᖿᮦの

採取は、ྛㄪᰝࢵࣟࣉトෆに࠾いてㄪᰝᮌとして㑅定した大ࡉࡁの␗࡞るᶞᮌ 12～13 ᮏの

୰6、ࡽ࠿ ᮏを௒年度の対㇟ᮌとして㑅定し、ᆅୖ㒊に࠾いてᶞ⓶を採取した後、成㛗㗹を

用いてᮦを採取した。葉、ᯞの採取は、ᯞ・葉ࡀ採取ྍ⬟࡞ 4～6 ᮏを㑅定し（一㒊、成㛗

㗹を採取したᶞᮌとྠじࡶのをྵࡴ）、一ᮏᲓᏊࡸ㧗ᯞษはࡳࡉを用いてᶞෙのୖୗᒙ（ࢫ

ギ、ࣄノキ）ࡶしࡃは඲ᒙ（コࢼラ）ࡽ࠿採取した。࠾࡞、金山ࢫギ林と三ツ石ࣄノキ林で

は、ᯞ・葉の採取ᮌとᶞ⓶、ᖿᮦを採取した対㇟ᮌࡀ㸰～㸱ᮏඹ通している。㤋山ア࢝マツ

林と✵間線㔞⋡のపい大玉ࢫギ林では、ྛㄪᰝࢵࣟࣉトの࿘㎶で大ࡉࡁの␗࡞るᶞᮌ 3 ᮏ

（大・୰・ᑠ）を㑅定し、ᆅ㝿㒊でఆಽした࠶と、葉、ᯞ、ᶞ⓶、ᖿᮦを採取した。ᖿにࡘ

いては、ୖ㏙のと（.5.3.2）ࡾ࠾、ᶞ⓶・ᚰᮦ・㎶ᮦにศࡅた⌧Ꮡ㔞を推定するᡭ㡰ୖࡒࢀࡑ

ࡉるので、ᆅ㝿㒊、㧗࠶ࡀのᐜ✚比とᐜ✚ᐦ度を求めるᚲせࢀ 1.3 m、2.5 m と 4.5 m、ࡽࡉ

にୖ㒊は 3 m（ࡲたは 4 m）ごとの㧗ࡉで෇ᯈを採取し、ᶞ⓶のཌࡉ、ᚰᮦ、㎶ᮦのྛ直ᚄ

を測定した。放射性セシウム濃度のᯞ葉のศᯒ用ヨᩱは、ᶞෙのୖ、୰、ୗᒙ（ࡶしࡃはୖ

ୗᒙ）のࡽ࠿ࢀࡒࢀࡑᯞを数ᮏࢧࡘࡎンࣉリンࢢし、ᯞと葉に༊ศした後にྛᒙでΰࡐて࠿

┿෗）ࡽ 5.-8）、ྛ 1 kg（生㔜）⛬度採取した。 

ᑠᚄᮌにࡘいては、ð ᮌとྠᵝ、ྛ ᅛ定ࢵࣟࣉトの࿘㎶でⴠ葉ᗈ葉ᶞを数種㢮、ㄪᰝᆅ࠶

たྜࡾ計 9～21 ᮏを㑅定し、㧗ᯞษはࡳࡉを用いて、ᖿ（ᯞ㎸ࡳ）と葉のศᯒヨᩱを採取し

た。ᖿ・ᯞྜ計のヨᩱは、ኴ࡞␗ࡀࡉるᵝ࡞ࠎ㒊ศࡽ࠿೫ࡃ࡞ࡾ採取・ΰྜし、ð 、ᚰᮦࡸ⓶

㎶ᮦに༊ูࡎࡏに放射性セシウム濃度のศᯒに౪した。ࡲた林ᗋ᳜生は、᪉ᙧᯟ（1 m×1 m）

で採取したヨᩱを、ⲡᮏࡸᮌᮏ、ࡲた葉ࡸᮌ㒊࡝࡞に༊ูࡲࡎࡏとめて放射性セシウム濃度

のศᯒに౪した。 

ᖿの採取にࡘいては、三ツ石と金山ㄪᰝᆅでは、ᆅୖ㧗 1.3 m に࠾いてᶞᖿの 4 ᪉ྥࡽ࠿

⣙ 3 cm×3 cm のṇ᪉ᙧにᶞ⓶をノ࣑で採取し（෗┿ の後ࡑ、（9-.5 2 ᪉ྥࡽ࠿成㛗㗹（ෆᚄ

12 mm）を用いてᖿᮦを採取した（෗┿ 5.-10）。㤋山と大玉ㄪᰝᆅでは、ఆ採⌧ሙのシート

ୖでෆᶞ⓶をྵめたᶞ⓶をࡎࡲ๤いで、ð ⓶ヨᩱを೫ࡃ࡞ࡾ඲࿘ࡽ࠿ᚲせ㔞採取後、ཌࡉ⣙

5 cm の෇ᯈを数ᯛ採取した。෇ᯈの採取ᯛ数は、⢊○後の㎶ᮦཬࡧᚰᮦの㔞ࡀศᯒᚲせ㔞

（2 L）に㐩する࠺ࡼ෇ᯈのᚰᮦᖜと㎶ᮦᖜࡽ࠿Ỵ定した。 
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෗┿ 5.-7� ⴠ葉ᒙとᅵተの採取 ෗┿ 5.-8� 葉の採取 

  

෗┿ 5.-9� ノ࣑を用いたᶞ⓶の採取 ෗┿ 5.-10� 成㛗㗹を用いたᮌᮦの採取 

�  

ఆಽᮌࡽ࠿採取したᶞ⓶は⿢᩿ᶵで⧄⥔᪉ྥに 5 cm ⛬度の㛗ࡉにษࡗた後、ࡲた෇ᯈは

㕶で㎶ᮦとᚰᮦにศࡅた後、࢕ࢸࢵ࢝ン࣑ࢢルで⢊○してᐜ㔞 2 L のマリࢿリᐜჾに඘ሸし

た。ఆಽࡎࡏに❧ᮌࡽ࠿ノ࣑で採取したᶞ⓶は࣑ࢧࣁで 5 mm× 5 mm ⛬度にษࡾ（෗┿ 5.-

11）、成㛗㗹で採取したᮌᮦコアは࣑ࢧࣁで㎶ᮦとᚰᮦにศࡅてࡽ࠿ཌࡉ 1-2 mm ⛬度の༙

෇にษࡾ（෗┿ 5.-12）、ᐜ㔞 100 mL の U-8 ᐜჾに඘ሸした。௨ୖのヨᩱは஝⇱㔜㔞を求め

た後、放射性セシウムの測定に౪した。ࡇࡇ、࠾࡞ではヲ⣽ㄪᰝⅢのため、❧ᮌࡽ࠿ノ࣑で

採取したᶞ⓶はእᶞ⓶とෆᶞ⓶にศࡅて放射性セシウム濃度を測定してࡾ࠾、ᶞ⓶඲体の

放射性セシウム濃度は、እᶞ⓶とෆᶞ⓶の放射性セシウム濃度をࢀࡒࢀࡑの஝⇱㔜㔞でຍ

㔜ᖹᆒして求めた。 

ⴠ葉、ᅵተ、葉ཬࡧᯞは஝⇱・⢊○のฎ⌮を⾜ࡗた後、ࢤルマࢽウム༙ᑟ体検ฟჾを用い

て࢞ンマ線ࢡ࣌ࢫト࣓ࣟトリἲで Cs-134、Cs-137 を定㔞した。㒊఩ูの放射性セシウム⵳

✚㔞は、༢఩㠃✚ᙜたࡾのⴠ葉、ᅵተ、ᶞᮌのྛ㒊఩の⌧Ꮡ㔞に、ࢀࡒࢀࡑの放射性セシウ

ム濃度を஌じて求めた。 

௒年度の放射性セシウム濃度は 2020 年 9 月 1 ᪥をᇶ‽としてῶ⾶⿵ṇした。ࡲた比㍑に

用いた 2011～2019 年度の್はྛ年の 9 月 1 ᪥をᇶ‽として⿵ṇしたࡶので࠶る。Cs-134 ࡀ
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୙検ฟのሙྜは、2011 年 3 月 15 ᪥᫬Ⅼの Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を 1：1 とし

（Buesseler et al., 2011㸹ཧ⪃文献 13）、≀⌮Ꮫ的༙ῶ期を用いたῶ⾶にᇶ࡙ࡃ⌮ㄽ的࡞推定

ᘧࡽ࠿、計⟬ࢀࡉた Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を用いて、ྛ年 9 月 1 ᪥᫬Ⅼの Cs-137

濃度ࡽ࠿ Cs-134 濃度を推定した。 

 

  
෗┿ 5.-11� ⣽ศ化したᶞ⓶ヨᩱ ෗┿ 5.-12� ⣽ศ化したᮌᮦコアヨᩱ 

 

5.4.� 結果ཬࡧ⪃察 

5.4.1.�  ⋠トෆの✵間線㔞ࢵࣟࣉ

2020 年 7～8 月に⾜ࡗたྛㄪᰝࢵࣟࣉトの✵間線㔞⋡は、๓年比で 94～106㸣でࡗ࠶た

（表 5.-2）。2011 年の事故ᙜ᫬の事故⏤᮶の Cs-134 と Cs-137 の濃度比ࡀ 1：1 たと௬定ࡗࡔ

すると、放射性セシウムに㉳ᅉする✵間線㔞⋡の≀⌮的ῶ⾶にࡼるῶᑡは、2020 年では๓

年比⣙ 93㸣と推計ࢀࡉる。したࡗࡀて、大玉ࢫギ林ෆの✵間線㔞⋡はࡰ࡯≀⌮的ῶ⾶にし

たࡗࡀてῶᑡしていると⪃ࢀࡽ࠼るࡶのの、ࢀࡑ௨እのᕝෆᮧの 5 ㄪᰝᆅの௒年度の✵間

線㔞⋡は᫖年度と比࡯、࡭と࡝ࢇῶᑡしていࡗ࠿࡞た。௒年度のㄪᰝに࠾いて、大玉ᮧとᕝ

ෆᮧでの✵間線㔞⋡の変化ഴྥࡗ࡞␗ࡀたせᅉの㸯ࡘに、✵間線㔞⋡測定᫬の森林ᅵተの

ྵỈ⋡の違いࢀࡽ࠼⪄ࡀる。大玉ࢫギ林で✵間線㔞⋡の測定を⾜ࡗた 7 月 30 ᪥は、ㄪᰝ๓

の 7 月 28 ᪥ࡽ࠿ 29 ᪥にࡅ࠿てࡲとࡗࡲた㞵ࡀ㝆ࡗてࡾ࠾、測定᫬に森林ᅵተのྵỈ⋡ࡀ

㧗ࡗ࠿たと推定ࢀࡉる。一᪉、ᕝෆᮧの 5 ㄪᰝᆅで✵間線㔞⋡の測定を⾜ࡗた 8 月ୗ᪪は、

1 ㄪᰝ᫬の、ࡽ࠿とࡇるࢀࡽ࠼⪄పୗしていたとࡀ⋠森林ᅵተのྵỈ、ࡁ⥆ࡀᑡ㞵ࡃ月近࠿

ྵỈ⋡の違いࡀ✵間線㔞⋡の変化ഴྥにᙳ㡪したྍ⬟性࠶ࡀる。ࡇの࡞࠺ࡼẼ㇟᮲௳࡝࡞

にࡗࡼて✵間線㔞⋡ࡀ変ືするࡇとはすでにሗ࿌ࢀࡉている（福⏣㸪1982㸹ཧ⪃文献 14）。

ࡽ࠿た、原発事故ࡲ 9 年௨ୖࡀ経㐣し、Cs-134 の放射ቯ変のῶᑡにకࡗて、放射ቯ変⏤᮶

の✵間線㔞⋡のపୗࡀ᫂░でࡾ࡞ࡃ࡞、ୖ ㏙の࡞࠺ࡼẼ㇟᮲௳、測定ㄗᕪ࡝࡞の≀⌮的ῶ⾶

௨እのᙳ㡪ࡶぢ࠼る࠺ࡼにࡗ࡞てࡁたࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡶる。ୖ ㏙の࠺ࡼに、ࡲࢀࡇでの変ືと

は␗࡞るഴྥࡶぢࢀࡽたࡇとࡽ࠿、௒後ࡶ林ศෆの✵間線㔞⋡の変化をὀどしていࡃᚲせ

た、2017ࡲ。る࠶ࡀ 年度ࡽ࠿ㄪᰝを開ጞした㤋山ア࢝マツ林は、ᆅୖ㧗 1 m にࡅ࠾る✵間

線㔞⋡ࡀ 1.23 µSv/h でࡾ࠶、᫖年度に⥆ࡁ඲ㄪᰝ林ศの୰で᭱ࡶ㧗い✵間線㔞⋡を示した。 



15 
 

 

表 5.-2� 2011～2020 年のᆅୖ㧗 1 m と 10 cm の✵間線㔞⋡（μSv/h）のᖹᆒ（ᶆ‽೫ᕪ）の

比㍑ 

年 
館山アカマツ林 三ツ石スギ林 三ツ石ヒノキ林 三ツ石コナラ林 金山スギ林 大玉スギ林 

1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 

2011 - - 
3.05 

(0.42) 

3.41 

(0.62) 
- - - - - - 

0.31 

(0.02) 

0.35 

(0.03) 

2012 - - 
3.01 

(0.54) 

3.44 

(0.86) 

3.70 

(0.22) 

4.18 

(0.45) 

3.16 

(0.09) 

3.79 

(0.22) 

1.29 

(0.39) 

1.69 

(0.54) 

0.28 

(0.01) 

0.34 

(0.03) 

2013 - - 
2.47 

(0.48) 

2.82 

(0.67) 

3.09 

(0.27) 

3.50 

(0.61) 

2.46 

(0.16) 

2.72 

(0.24) 

1.05 

(0.33) 

1.22 

(0.40) 

0.24 

(0.01) 

0.27 

(0.02) 

2014 - - 
1.79 

(0.36) 

2.04 

(0.50) 

2.23 

(0.21) 

2.52 

(0.36) 

1.73 

(0.10) 

1.87 

(0.14) 

0.78 

(0.26) 

0.87 

(0.31) 

0.19 

(0.01) 

0.22 

(0.02) 

2015 - - 
1.41 

(0.29) 

1.68 

(0.45) 

1.85 

(0.16) 

2.29 

(0.32) 

1.40 

(0.08) 

1.59 

(0.11) 

0.59 

(0.20) 

0.68 

(0.24) 

0.16 

(0.01) 

0.18 

(0.02) 

2016 - - 
1.25 

(0.26) 

1.46 

(0.38) 

1.59 

(0.14) 

1.90 

(0.21) 

1.18 

(0.07) 

1.39 

(0.16) 

0.58 

(0.20) 

0.66 

(0.22) 

0.14 

(0.01) 

0.16 

(0.01) 

2017 
1.50 

(0.17) 

1.73 

(0.27) 

1.06

(0.22) 

1.26 

(0.32) 

1.42 

(0.15) 

1.64 

(0.29) 

1.07 

(0.05) 

1.29 

(0.16) 

0.50 

(0.15) 

0.54 

(0.19) 

0.13 

(0.01) 

0.14 

(0.01) 

2018 
1.30 

（0.15） 

1.48 

（0.22） 

0.98 

(0.21) 

1.13 

(0.28) 

1.26 

(0.13) 

1.47 

(0.23) 

1.00 

(0.09) 

1.19 

(0.18) 

0.46 

(0.15) 

0.54 

(0.19) 

0.11 

(0.01) 

0.12 

(0.01) 

2019 
1.20 

(0.13) 

1.40 

(0.21) 

0.89 

(0.17) 

1.03 

(0.25) 

1.14 

(0.11) 

1.35 

(0.26) 

0.92 

(0.07) 

1.14 

(0.18) 

0.41 

(0.14) 

0.49 

(0.17) 

0.10 

(0.01) 

0.12 

(0.01) 

2020 
1.23 

(0.14) 

1.44 

(0.24) 

0.91 

(0.19) 

1.07 

(0.26) 

1.20 

(0.10) 

1.43 

(0.28) 

0.90 

(0.07) 

1.10 

(0.16) 

0.41 

(0.13) 

0.49 

(0.16) 

0.10 

(0.01) 

0.11 

(0.01) 

2012/2011 - - 99% 101% - - - - - - 92% 97% 

2013/2012 - - 82% 82% 84% 84% 78% 72% 81% 72% 85% 81% 

2014/2013 - - 73% 72% 72% 72% 70% 69% 75% 71% 80% 81% 

2015/2014 - - 79% 83% 83% 91% 81% 85% 76% 78% 82% 82% 

2016/2015 - - 88% 87% 86% 83% 84% 87% 97% 96% 89% 88% 

2017/2016 - - 85% 86% 90% 87% 91% 93% 87% 82% 89% 87% 

2018/2017 87% 86% 93% 90% 89% 89% 93% 93% 90% 100% 89% 90% 

2019/2018 92% 94% 90% 91% 90% 92% 92% 96% 90% 90% 93% 93% 

2020/2019 103% 103% 103% 104% 106% 106% 98% 97% 100% 100% 94% 95% 

✵間線㔞⋡はㄪᰝࢵࣟࣉトの 10 m×10 m の᱁ᏊⅬに࠾いて、ᆅୖ㧗 1 m ཬࡧ 10 cm で測定

しᖹᆒ್（ᶆ‽೫ᕪ）で示した。 
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5.4.2.� 森林ෆの㈨※の⌧Ꮡ㔞 

2020 年度の三ツ石ㄪᰝᆅのࢫギ林、ࣄノキ林、コࢼラ林のᆅୖ㒊⌧Ꮡ㔞は、ࢀࡒࢀࡑ 200.5 

Mg/ha、226.4 Mg/ha、112.5 Mg/ha でࡾ࠶、๓年比 2.6～6.0㸣ቑຍしていた（図 5.-3）。金山ࢫ

ギ林、㤋山ア࢝マツ林、大玉コࢼラ林のᆅୖ㒊⌧Ꮡ㔞は、ࢀࡒࢀࡑ 321.6 Mg/ha、154.1 Mg/ha、

258.5 Mg/ha でࡾ࠶、金山ࢫギ林と㤋山ア࢝マツ林ࢀࡒࢀࡑに࠾いて๓年比で 2.7㸣と 3.5㸣

ቑຍしていた（図 ギ林の葉㔞はᆅୖ㒊⌧Ꮡ㔞のࢫ。（4-.5 10～12㸣を༨め、ア࢝マツ林ࡸコ

ラ林のࢼ 4～7㸣に比࡭て葉の๭ྜࡀ㧗ࡗ࠿た。ࡲたᮦ㒊にࡅ࠾るᚰᮦの๭ྜはア࢝マツ林

（ᚰᮦ㎶ᮦ⋡の␗࡞るᗈ葉ᶞをྵࡴ）で᭱ࡶ大ࡗ࠿ࡁた。 

 

 

図 5.-3� 三ツ石ㄪᰝᆅのྛㄪᰝ林ศのᆅୖ

㒊⌧Ꮡ㔞 

図 5.-4� 金山ࢫギ林、㤋山ア࢝マツ林、大玉

 ギ林のᆅୖ㒊⌧Ꮡ㔞ࢫ

 

5.4.3.� ྛ㒊఩ẖ、ᅵተ➼の放射性≀㉁濃度（Cs-134、Cs-137） 

（㸯）ởᰁ度の␗࡞るࢫギ林 3 ㄪᰝᆅにࡅ࠾る㒊఩ู放射性セシウム濃度の比㍑ 

௒年度のࢫギ林 3 ㄪᰝᆅ（三ツ石、金山、大玉）の放射性セシウム濃度と✵間線㔞⋡の関

ಀにࡘいてぢてࡳると、ㄪᰝᆅの✵間線㔞⋡ࡀ㧗い࡝࡯放射性セシウム濃度ࡀ㧗いഴྥࡀ

ㄆめࢀࡽた（図 5.-5）。ヲ⣽にࡳると、ᶞ⓶とᅵተの放射性セシウム濃度は✵間線㔞⋡のቑ

ຍにᛂじて大玉、金山、三ツ石の㡰に大࡞ࡃࡁるのに対し、葉、ᮦ、ⴠ葉ᒙの放射性セシウ

ム濃度は金山と三ツ石で㏫㌿している࡝࡞、✵間線㔞⋡との関ಀに違いࢀࡽࡳࡀた。 
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図 5.-5� ギ林ࢫ 3 ㄪᰝᆅにࡅ࠾る✵間線㔞⋡（ᶓ㍈、μSv/h）と㒊఩ู放射性セシウム濃度

（⦪㍈、kBq/kg）の関ಀ 

ᮦは㎶ᮦとᚰᮦの濃度のᖹᆒ್とした。ᅵተは᭱表ᒙ（῝ࡉ 0-5 cm）の್を用いた。 
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図 5.-6� 三ツ石・金山・大玉の 3 ㄪᰝᆅのࢫギ林にࡅ࠾る㒊఩ู放射性セシウム濃度の測定

結果 

ᶓᲬとㄗᕪᲬはࢀࡒࢀࡑᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪを表す。ྛ 㒊఩のᖹᆒ （್kBq/kg、᭷ຠ数Ꮠ 2 ᱆）

をᶓᲬのྑに示し、௒年度の測定結果は青文Ꮠで表グした。 
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2020 年度の葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石、金山、大玉の㡰に（௨後࠿࡯の㒊఩の

じ㡰で示す）0.43 kBq/kg、0.92 kBq/kg、0.067 kBq/kgྠࡶ್ でࡾ࠶、金山の濃度ࡶ᭱ࡀ㧗࠿

た（図ࡗ 5.-6）。2019 年度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿て三ツ石では 2 ๭ῶᑡし、金山では 2 ๭ቑ

ຍした。原発事故ࡽ࠿ 9 年௨ୖࡀ経㐣し、事故後ึ期の変化と比㍑すると、ࢫギの葉の放射

性セシウム濃度の変化はᑠࡗ࡞ࡃࡉている。2020 年度に測定したᯞの放射性セシウム濃度

は、3 ㄪᰝᆅでࢀࡒࢀࡑ 0.87 kBq/kg、1.2 kBq/kg、0.066 kBq/kg、ࡲたᶞ⓶は 3.5 kBq/kg、1.8 

kBq/kg、0.23 kBq/kg でࡗ࠶た。2019 年度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿て、ᯞの放射性セシウム濃度

は三ツ石で 1 ๭ῶᑡ、金山で 2 ๭ῶᑡし、ð ⓶は三ツ石で 4 ๭ῶᑡ、金山で 1 ๭ῶᑡした。

᫬間経㐣にక࠺濃度変化は、ᯞ葉に比࡭、ᶞ⓶は⦆࠿ࡸにῶᑡして2020、ࡾ࠾ 年度ではୖ

グ 3 㒊఩の୰でᶞ⓶の濃度ࡶ᭱ࡀ㧗ࡗ࡞ࡃている。 

2020 年度の㎶ᮦの放射性セシウム濃度は 3 ㄪᰝᆅでࢀࡒࢀࡑ 0.084 kBq/kg、0.18 kBq/kg、

0.012 kBq/kg、ᚰᮦでは 0.20 kBq/kg、0.26 kBq/kg、0.021 kBq/kg でࡗ࠶た。2019 年度ࡽ࠿ 2020

年度にࡅ࠿て、三ツ石では㎶ᮦの放射性セシウム濃度ࡀ 5 ๭ῶᑡし、ᚰᮦの放射性セシウム

濃度ࡀ 4 ๭ῶᑡしていた。一᪉、金山の㎶ᮦとᚰᮦの放射性セシウム濃度は、๓年度と比㍑

すると࡯と࡝ࢇ変化していࡗ࠿࡞た。 

ᚰᮦ㸭㎶ᮦの放射性セシウム濃度比（図 5.-7）をぢると、三ツ石のࢫギ林では、2011 年度

ࡽ࠿ 2014 年度ࡲで㢧ⴭ࡞ቑຍഴྥࡀぢࢀࡽた2015、ࡀ 年度㡭ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿て、年

度間の数್のࡁࡘࡽࡤはከᑡ࠶るࡶのの、濃度比のቑຍഴྥは࡯と࡝ࢇぢࡗ࡞ࡃ࡞ࢀࡽた。

大玉のࢫギ林でྠࡶᵝのഴྥࡀ☜ㄆࢀࡉた。ࢫギでは㎶ᮦࡾࡼᚰᮦで放射性セシウム濃度

たとࢀࡽぢࡀᵝのഴྥྠࡶている。ᮏ結果でࡗ࡞に࠿ࡽ研究で᫂࡞ࠎᵝࡀとࡇる࡞ࡃ㧗ࡀ

 

図 5.-7� ᚰᮦと㎶ᮦの放射性セシウム濃度比 

⦪Წはᖹᆒ್、ㄗᕪᲬはᶆ‽೫ᕪを示した。 
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ギ林ではࢫる。一᪉、金山ࢀࡽ࠼⪄ 2012 年度ࡽ࠿ 2018 年度にࡅ࠿て濃度比のቑຍഴྥࡀ

⥆いていた2019、ࡀ 年度ཬࡧ 2020 年度の濃度比は、2018 年度ࡶࡾࡼᑠࡉい್を示した。᫖

年度ཬࡧ௒年度のㄪᰝ結果ࡽ࠿、三ツ石ࢫギ林ࡸ大玉ࢫギ林とྠᵝ、金山ࢫギ林でࡶᚰᮦ㸭

㎶ᮦの濃度比の᫬間変化ࡀ௒後⦆࠿ࡸに࡞るࡇとࡀண᝿ࢀࡉるࡑ、ࡀの検ドのためにはㄪ

ᰝを⥅⥆するᚲせ࠶ࡀる。 

2020 年度のⴠ葉ᒙの放射性セシウム濃度は三ツ石、金山、大玉の㸱ㄪᰝᆅでࢀࡒࢀࡑ 10 

kBq/kg、16 kBq/kg、1.3 kBq/kg でࡗ࠶た（図 5.-6）。2019 年度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿て、三ツ

石では 4 ๭ῶᑡし、金山では 1 ๭ῶᑡした。2011 年度࠶るいは 2012 年度ࡽ࠿ 2020 年度に

てのࡅ࠿ 9 年間࠶るいは 8 年間で、三ツ石、金山ඹに 9 ๭௨ୖῶᑡした。2020 年度の᭱表

ᒙᅵተ（0-5 cm）の放射性セシウム濃度は、3 ㄪᰝᆅࢀࡒࢀࡑで 47 kBq/kg、13 kBq/kg、4.8 

kBq/kg でࡗ࠶た。2011 年度ࡽ࠿ 2012 年度にࡅ࠿て、三ツ石の᭱表ᒙᅵተでは 2 ಸ௨ୖ濃度

ቑຍした。2012ࡀ 年度௨㝆、ࡑの濃度は 35～53 kBq/kg の⠊ᅖෆでቑῶしているࡶのの、㛗

期的࡞ቑຍࡶしࡃはῶᑡのഴྥは☜ㄆࡗ࠿࡞ࢀࡉた。大玉にࡘいてࡶ、ྠ ᵝのഴྥࡀ☜ㄆࡉ

た。一᪉、金山では、2012ࢀ 年度ࡽ࠿ 2015 年度にࡅ࠿て濃度ࡀቑຍするഴྥࡀ⥆いていた

2015、ࡀ 年度௨㝆は三ツ石とྠᵝ、㛗期的࡞ቑῶのഴྥはぢࡗ࠿࡞ࢀࡽた。2020 年度は、

2019 年度と比㍑して、三ツ石で 2 ๭濃度ࡀቑຍし、金山で 1 ๭ቑຍしたࡡࡴ࠾࠾、ࡀ近年

の濃度変化の⠊ᅖෆでの変化でࡗ࠶た。5-10 cm のᅵተにࡘいては、放射性セシウム濃度ࡀ

ࢀࡒࢀࡑ 8.9 kBq/kg、1.4 kBq/kg、1.3 kBq/kg でࡾ࠶、三ツ石と大玉では、ࡲࢀࡇでのㄪᰝで

㧗い್を示した。5-10 cmࡶ᭱ のᅵተでの放射性セシウム濃度のቑຍは、ᅵተ୰での放射性

セシウムのୗ᪉࡬の⛣ືを཯ᫎしたࡶのと⪃ࢀࡽ࠼る。௒後ࡶモࢽタリンࢢを⥅⥆し、␗࡞

る῝ࡽ࠿ࡉ採取ࢀࡉたᅵተ୰の放射性セシウム濃度をὀどしていࡃᚲせ࠶ࡀる。 

 

（㸰）ᶞ種ูの㒊఩ู放射性セシウム濃度の比㍑ 

✵間線㔞⋡ྠࡀ⛬度の三ツ石ࣄノキ林、コࢼラ林、㤋山ア࢝マツ林にࡘいてㄪ࡭た結果、

2020 年度の葉の放射性セシウム濃度はࢀࡒࢀࡑ 3.7 kBq/kg、5.9 kBq/kg、1.4 kBq/kg でࡾ࠶、

コࢼラ林で᭱ࡶ㧗ࡃ、ア࢝マツ林で᭱ࡶపࡗ࠿た（図 5.-8）。๓年度のㄪᰝ結果と比㍑する

と、ࣄノキ林で 3 ๭濃度ࡀቑຍ、コࢼラ林で 1 ๭ቑຍ、ア࢝マツ林で 5 ๭௨ୖ濃度ࡀῶᑡし

ていた。原発事故ࡽ࠿ 9 年௨ୖࡀ経㐣し、ࢫギとྠᵝ、ࣄノキとア࢝マツの葉の放射性セシ

ウム濃度の変化は事故後ึ期に比࡭ᑠࡗ࡞ࡃࡉている。ࡲた、ᯞཬࡧᶞ⓶の放射性セシウム

濃度はࣄノキ林で 1.8 kBq/kg と 12 kBq/kg、コࢼラ林で 2.5 kBq/kg と 10 kBq/kg、ア࢝マツ林

で 1.0 kBq/kg と 7.3 kBq/kg でࡾ࠶、いࡶࢀࡎア࢝マツ林の濃度ࡶ᭱ࡀపࡗ࠿た。㎶ᮦཬࡧᚰ

ᮦの放射性セシウム濃度は、ࣄノキ林で 0.74 kBq/kg と 0.52 kBq/kg、コࢼラ林で 1.5 kBq/kg

と 0.53 kBq/kg、ア࢝マツ林で 0.16 kBq/kg と 0.12 kBq/kg でࡗ࠶た。௨ୖの࠺ࡼに、㒊఩ู

の放射性セシウム濃度は、඲ての㒊఩でア࢝マツࡶ᭱ࡀపい್を示した。 

三ツ石ࣄノキ林、コࢼラ林、㤋山ア࢝マツ林のⴠ葉ᒙの放射性セシウム濃度はࢀࡒࢀࡑ

110 kBq/kg、16 kBq/kg、28 kBq/kg でࣄ、ࡾ࠶ノキ林ࡶ᭱ࡀ㧗い್を示した。一᪉、᭱表ᒙ
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ᅵተ（0-5 cm ῝）にࡘいてぢてࡳると、ࣄノキ林で 20 kBq/kg、コࢼラ林で 24 kBq/kg、ア࢝

マツ林で 36 kBq/kg でࡾ࠶、ア࢝マツ林で᭱ࡶ濃度ࡀ㧗ࡗ࠿た。 

ア࢝マツ林に࠾いて、ᆅୖ㒊のྛ㒊఩ูの放射性セシウム濃度ࡀ௚のᶞ種ࡶࡾࡼప࡞ࡃ

るഴྥは、2016 年度の大玉ヨ㦂ᆅのア࢝マツ林でࡶㄆめࢀࡽている（林野ᗇ, 2017：ཧ⪃文

献 6）。したࡗࡀて、ア࢝マツの葉、ᯞ、ᶞ⓶、㎶ᮦ、ᚰᮦの放射性セシウム濃度ࡀ௚のᶞ種

 。るࢀࡽ࠼⪄マツのᶞ種≉性を཯ᫎしていると࢝るഴྥは、ア࡞ࡃపࡶࡾࡼ

 

（㸱）ᑠᚄᮌཬࡧ林ᗋ᳜生の放射性セシウム濃度 

2020 年度のᑠᚄᮌ（ࢬ࣑キ、リࣙウブ࡝࡞）の放射性セシウム濃度は、㤋山、三ツ石、大

玉でࢀࡒࢀࡑ、葉では 18 kBq/kg、1.5 kBq/kg、0.14 kBq/kg、ᯞでは 4.0 kBq/kg、0.88 kBq/kg、

0.050 kBq/kg でࡗ࠶た。三ツ石のࢫギのᯞ葉と比࡭ると、ᑠᚄᮌの葉の放射性セシウム濃度

᪉ࡀ㧗ࡃ、ᯞはྠ⛬度でࡗ࠶た。林ᗋ᳜生の放射性セシウム濃度は、㤋山ア࢝マツ林、三ツ

石ࢫギ林、三ツ石コࢼラ林、大玉ࢫギ林でࢀࡒࢀࡑ 1.9 kBq/kg、0.29 kBq/kg、2.2 kBq/kg、

0.39 kBq/kg でࡾ࠶、三ツ石コࢼラ林ཬࡧ大玉ࢫギ林の林ᗋ᳜生の放射性セシウム濃度はᑠ

ᚄᮌの葉ࡶࡾࡼ㧗ࡃ、㤋山ア࢝マツ林ཬࡧ三ツ石ࢫギ林では林ᗋ᳜生の᪉ࡀపࡗ࠿た。 
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図 5.-8� 三ツ石ㄪᰝᆅにࡅ࠾るࣄノキ・コࢼラと㤋山ㄪᰝᆅにࡅ࠾るア࢝マツの㒊఩ู放射

性セシウム濃度（kBq/kg）の比㍑ 

ᶓᲬとㄗᕪᲬはࢀࡒࢀࡑᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪを表す。ྛ 㒊఩のᖹᆒ （್kBq/kg、᭷ຠ数Ꮠ 2 ᱆）

をᶓᲬのྑに示し、௒年度の測定結果は青文Ꮠで表グした。 
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5.4.4.� 森林ෆにࡅ࠾る放射性≀㉁ศᕸの変化 

放射性セシウムの㒊఩ูの濃度変化は、㞵にࡼるセシウムのὙ⬺ࡸ、セシウムをྵࡴ⤌⧊

の⬺ⴠࡸศゎ、ð 体ෆでのセシウムの㌿ὶ、ð ᮌ表㠃ཬࡧ᰿にࡼるセシウム྾཰࡝࡞にࡗࡼ

て引ࡁ㉳ࢀࡉࡇると⪃ࢀࡽ࠼る。ࢫギࣄࡸノキといࡗた㔪葉ᶞでは、2011 年度௨㝆、葉の

放射性セシウム濃度ࡀᣦ数関数的にῶᑡしている。௒年度のㄪᰝ結果を๓年の್と比㍑す

ると、葉の放射性セシウム濃度は࡯と࡝ࢇ変化してい࡞いࡇとࡀศࡗ࠿た。事故後ึ期は㞵

にࡼるὙ⬺ࡸⴠ葉にࡾࡼởᰁࢀࡉた葉のධࡀࡾࢃ᭰ࢀ㉳ࡽࢀࡇ、ࡾࡇの 2 ࡀࢫセࣟࣉのࡘ

୺に葉の放射性セシウム濃度をᛴ⃭にῶᑡࡏࡉたと⪃ࢀࡽ࠼る。一᪉、原発事故ࡽ࠿ 9 年௨

ୖ経㐣した⌧ᅾでは、直᥋ởᰁࢀࡉた葉の࡯とࡀ࡝ࢇⴠ葉したため、放射性セシウム濃度に

大࡞ࡁ変化はぢࡗ࡞ࡃ࡞ࢀࡽたࡀ、ୖグ 2 ᶞ、࠼の森林ෆのᚠ⎔㐣⛬にຍ（Ὑ⬺、ⴠ葉）ࡘ

体ෆの௚の㒊఩ࡽ࠿の㌿ὶࡸ᰿ࡽ࠿のセシウム྾཰ࡀ葉の放射性セシウム濃度にᙳ㡪する

ẁ㝵にධࡗているとண᝿ࢀࡉる。ࡑのため、௒後ᶞ体ෆのྛ㒊఩の放射性セシウム濃度࡝ࡀ

の࡞࠺ࡼ変化を示す࠿、引ࡁ⥆ࡁモࢽタリンࢢを⥅⥆し、推⛣をὀどするᚲせ࠶ࡀる。ࡲた、

ⴠ葉ᗈ葉ᶞで࠶るコࢼラの葉の放射性セシウム濃度は、コࢼラの葉ࢫࡀギ࡝࡞の㔪葉ᶞと

ࢼた。コࡗ࠿࡞ࡉ濃度のῶᑡは示࡞░᫂࡞࠺ࡼいため、㔪葉ᶞの࡞ていࢀࡉ直᥋ởᰁࡾ࡞␗

ラの葉の放射性セシウムは、୺にᶞ体ෆの௚の㒊఩ࡽ࠿㌿ὶしてࡃるࡶのࡸ᰿を通じて྾

཰ࢀࡉたࡶので࠶ると⪃ࢀࡽ࠼、㔪葉ᶞととࡶに、௒後の濃度変化をὀどしていࡃᚲせ࠶ࡀ

る。 

㎶ᮦとᚰᮦの放射性セシウムのศᕸ≧ἣは、ð 種にࡗࡼて␗࡞るഴྥを示した。ࢫギはᚰ

ᮦの᪉ࡀ㎶ᮦࡶࡾࡼ㧗い放射性セシウム濃度を示し、㎶ᮦでは濃度のቑῶࡀ୙᫂░でࡗ࠶

たࡀ、ᚰᮦでは金山ㄪᰝᆅで 2018 年度ࡲでは年ࠎቑຍしていた。し࠿しࡽࡀ࡞、᫖年度ཬ

ギ林のᚰᮦの放射性セシウム濃度はࢫ௒年度の金山ࡧ 2018 年度ࡶࡾࡼῶᑡしたࡇとࡽ࠿、

金山ࢫギのᚰᮦ濃度の変ືഴྥに変化ࢀ⌧ࡀጞめたྍ⬟性࠶ࡀる。一᪉コࢼラは、㎶ᮦの᪉

た。ᚰᮦの濃度のቑῶഴྥは୙᫂ࢀࡉㄆ☜ࡀ㧗いഴྥࡀ放射性セシウム濃度ࡶࡾࡼᚰᮦࡀ

░でࡗ࠶たࡀ、㎶ᮦの濃度は、2012年度ࡽ࠿ 2017年度にࡅ࠿てቑຍするഴྥࡀ⥆いていた。

し࠿し、2017 年度௨㝆、コࢼラの㎶ᮦ濃度の変ືഴྥに変化ࡀぢ࠼ጞめてࡾ࠾、引ࡁ⥆ࡁ

ὀどするᚲせ࠶ࡀる。ࣄノキཬࡧア࢝マツでは、コࢼラとྠᵝ、㎶ᮦの᪉ࡀᚰᮦࡶࡾࡼ㧗い

放射性セシウム濃度を示し、✵間線㔞⋡ྠࡀ⛬度のㄪᰝᆅでの比㍑ࡽ࠿、ᮦの放射性セシウ

ム濃度は、ア࢝マツでపいഴྥࡀㄆめࢀࡽた。ྛ ᶞ種ูにᮦのᑗ᮶の濃度をண測するために、

ᶞ体ෆの放射性セシウム濃度にࡘいて、ᅵተࡽ࠿のᶞᮌ࡬の྾཰ࡸᶞᮌࡽ࠿ᅵተ࡬の㑏元

の違࡝࡞ㄪᰝᆅのᅵተの化Ꮫ≉性ࡸの森林ෆの放射性セシウムのᚠ⎔に╔┠し、ᶞ種࡝࡞

い࡝ࡀの࠺ࡼにᙳ㡪をཬࡰすの࠿、௒後ࡶㄪᰝを⥅⥆していࡃᚲせ࠶ࡀる。 

林ᗋに࠶るⴠ葉୰の放射性セシウム濃度は、セシウムࡀ直᥋௜╔したᆅୖ㒊の葉の⬺ⴠ

る࠶౪⤥※で࡞て変ືする。ⴠ葉ᒙの୺ࡗࡼὙ⬺にࡸたⴠ葉⮬体のศゎࡲ、⬺るὙࡼ㞵にࡸ

葉の放射性セシウム濃度は㔪葉ᶞでは年ࠎῶᑡし、ⴠ葉ᗈ葉ᶞでは、事故後ึ期の㔪葉ᶞの

葉の放射性セシウム濃度と比㍑すると、事故年ࡽ࠿一㈏してప濃度で推⛣してࡁた。ⴠ葉ᒙ
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の放射性セシウム濃度は、ከࡃのㄪᰝ林ศに࠾いて 2011 年度ࡽ࠿ 2012 年度にࡅ࠿て大ࡁ

に࠺ࡼラ林のࢼノキ林、コࣄしていた。三ツ石の⥆⥅ࡀῶᑡഴྥࡶの後ࡑ、ῶᑡしࡃ 2012

年度࠶るいは 2013 年度ࡽ࠿ 2～3 年間はࡾࡲ࠶ῶᑡし࡞い林ศࡗ࠶ࡶた2016、ࡀ 年度௨㝆、

෌ࡧⴠ葉ᒙの放射性セシウム濃度はῶᑡしているഴྥࡀ☜ㄆࢀࡉた。ࢀࡇはⴠ葉ᒙのሁ✚

≧ែとศゎࡀㄪᰝᆅにࡗࡼて␗ࡾ࡞、三ツ石のࣄノキ林ࡸコࢼラ林ではᙜึはཌࡃᐦにሁ

✚したⴠ葉ᒙのୖ㒊にỿ╔していた放射性セシウムࡀᚎࠎにⴠ葉ᒙのୗ㒊に⛣ືし、ࡑの

後ⴠ葉のศゎととࡶにᅵተ࡬と⛣ືしたࡇとࡀ原ᅉでは࡞い࠿と推察ࢀࡉた。࠾࡞、ⴠ葉ᒙ

のሁ✚≧ែとศゎは、Ỉศ⎔ቃのᙳ㡪をཷࡅていると⪃ࢀࡽ࠼る。三ツ石のࣄノキ林ࡸコࢼ

ラ林は、஝⇱しⴠ葉ᒙのศゎࡀ㐜ࡃ、ཌいⴠ葉ᒙࡀᙧ成ࢀࡉるᑿ᰿㒊に఩⨨し、金山のࢫギ

林ࡶ比㍑的ᖹᆠ࡞ᅵᆅの⦆࡞࠿ࡸฝᆅᙧに఩⨨する。一᪉、三ツ石ࢫギ林はⴠ葉ᒙのศゎࡀ

᪩い‵₶࡞㇂㒊に఩⨨し、ⷧ いⴠ葉ᒙࡀᙧ成ࢀࡉている。ᐇ㝿に、␗࡞るᆅᙧに఩⨨する金

山ཬࡧ三ツ石ࢫギ林のⴠ葉ᒙの㔞にࡘいて比㍑してࡳると、2012 年度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲでの

金山ࢫギ林のⴠ葉ᒙの⌧Ꮡ㔞のᖹᆒは 28 Mg/ha で࠶るのに対し、ྠ期間の三ツ石ࢫギ林の

ⴠ葉ᒙの⌧Ꮡ㔞のᖹᆒは 15 Mg/ha でࡗ࠶た。ࡾࡲࡘ、金山ࢫギ林の᪉ࡀ三ツ石ࢫギ林ࡾࡼ

⣙ࡶ 2 ಸⴠ葉ᒙの㔞ࡀከいࡇとࡀศ࠿る。ࡇの࡞࠺ࡼ生⫱⎔ቃの違いにక࠺ⴠ葉ᒙの㔞ࡸ

⤌成の違いࡀ、ⴠ葉ᒙࡽ࠿ᅵተ࡬の放射性セシウムの⛣ືにᙳ㡪をཬࡰしているྍ⬟性ࡀ

、ࡀたࡗ࠿ከࡀ放射性セシウムのึ期ỿ╔㔞ࡾࡼギ林ࢫギ林では金山ࢫた、三ツ石ࡲ。る࠶

近年の金山ࢫギの葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石ࢫギࡶࡾࡼ㧗ࡃ、ⴠ葉ᒙの㔞の違いࡀ

ᶞᮌにࡼる放射性セシウムの྾཰と関ಀしているྍ⬟性࠶ࡶる。ྛ林ศのⴠ葉ᒙの放射性

セシウム濃度は、2018 年㡭ࡽ࠿ῶᑡഴྥࡀᙅࡾࡲ、変ືഴྥに変化ࡀㄆめࢀࡽるࡇとࡽ࠿、

௒後の濃度変化をὀどするととࡶに、ⴠ葉ᒙࡀ放射性セシウムのືែにཬࡰすᙳ㡪ࡸຠ果

にࡘいてࡶ検ウを㐍めていࡃᚲせ࠶ࡀる。 

ᅵተにࡘいては、ᶞᮌࡸⴠ葉ࡽ࠿⁐ฟした放射性セシウムࡀ⛣ືした結果、᭱表ᒙᅵተ

（0-5 cm）の濃度ࡀቑຍしたと⪃ࢀࡽ࠼る。2011 年度ࡽ࠿ 2012 年度にࡅ࠿てከࡃのㄪᰝ林

ศで᭱表ᒙᅵተの放射性セシウム濃度ࡀ大ࡃࡁቑຍした2012、ࡀ 年度௨㝆᫂░࡞ቑຍഴྥ

はぢࡗ࠿࡞ࢀࡽた。5-10 cm のᅵተにࡘいては、௒年度、三ツ石ࢫギ林と大玉ࢫギ林に࠾い

て、ࡲࢀࡇでのㄪᰝで᭱ࡶ㧗い放射性セシウム濃度で10、ࡾ࠶ cm ௨῝のᅵተでは、ቑῶは

て、原発事故後ࡗࡀた。したࡗ࠿࡞ࢀࡽ変化はㄆめ࡞☜のの、᫂ࡶる࠶ 9 年を経て、森林ෆ

の放射性セシウムの大㒊ศはᅵተ᭱表ᒙに⛣⾜し集✚しているࡶのの、一㒊の森林では、ᅵ

ተ୰での放射性セシウムのୗ᪉⛣ືࡀ㉳ࡗࡇているྍ⬟性ࡾ࠶ࡀ、௒後の濃度変化をὀど

していࡃᚲせ࠶ࡀる。 

 

5.4.5.� 森林ෆの放射性≀㉁の⵳✚㔞 

2011 年度ࡽ࠿ 2012 年度にࡅ࠿て、森林ෆの放射性セシウムのศᕸ≧ἣは大ࡃࡁ変化した

と比㍑するとࢀࡑ、ࡀ 2013 年度௨㝆の変化はᑠࡗ࠿ࡉた（図 5.-9、表 5.-3）。ᑠᚄᮌの放射

性セシウム⵳✚๭ྜは 0.8㸣௨ୗ、林ᗋ᳜生では 0.1㸣௨ୗでࡗ࠶た。森林ෆの放射性セシウ
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ム⵳✚๭ྜにࡘいて、ᑠᚄᮌࡸ林ᗋ᳜生を㝖いて⪃察してࡑ、ࡶのᙳ㡪は㠀ᖖにᑠࡉいとい

る。2020࠼ 年度のࢫギ林ではᶞᮌに森林඲体（ᑠᚄᮌ、林ᗋ᳜生を㝖ࡃ）の 1～5㸣、ࣄノ

キ林では 5㸣、コࢼラ林では 6㸣、ア࢝マツ林では 2㸣ࡀᏑᅾしていた。ᶞᮌの㒊఩ูにぢ

ると、ࢫギ林では葉、ᯞ、ᶞ⓶、ᮦにࢀࡒࢀࡑ森林඲体の 0.2～1㸣、0.2～1㸣、0.4～1㸣、

0.4～1㸣、ࣄノキ林では 0.8㸣、0.5㸣、2㸣、1㸣、コࢼラ林では 0.5㸣、0.9㸣、3㸣、2㸣、ア

マツ林では࢝ 0.3㸣、0.6㸣、0.8㸣、0.3㸣の放射性セシウムࡀศᕸしていた。௒年度のㄪᰝ

に࠾いて、ᆅୖ㒊での放射性セシウム⵳✚㔞ࡶ᭱ࡀከい㒊఩はᶞ⓶でࡾ࠶（金山ࢫギ林を㝖

と࡯ᆅୖ㒊のྛ㒊఩（葉、ᯞ、ᶞ⓶、ᮦ）の放射性セシウム⵳✚๭ྜは๓ᅇㄪᰝ᫬と、（ࡃ

た。2020ࡗ࠿࡞ࡽࢃ変࡝ࢇ 年度のⴠ葉ᒙの放射性セシウム⵳✚๭ྜは、三ツ石ࢫギ林、三

ツ石コࢼラ林、金山ࢫギ林で๓年度ࡽ࠿ 3～10㸣ῶᑡしたࡀ、三ツ石ࣄノキ林、㤋山ア࢝マ

ツ林では 3～23㸣ቑຍした。ᅵተの放射性セシウム⵳✚๭ྜは、三ツ石コࢼラ林で๓年度࠿

ࡽ 11㸣、金山ࢫギ林で 6㸣ቑຍし、三ツ石ࣄノキ林で 24㸣ῶᑡしたࡑ、ࡀの௚林ศでは 5㸣

௨ෆの変化でࡗ࠶た。ࡲた、ᅵተ୰の放射性セシウムの㖄直ศᕸにࡘいてぢてࡳると、放射

性セシウムの 71～84㸣ࡀ 0-5 cm の表ᒙにศᕸしていた。 

� ⴠ葉ᒙの放射性セシウム⵳✚๭ྜは林ศごとに␗࡞るഴྥを示し、2020 年度の三ツ石ࢫ

ギ林、三ツ石コࢼラ林、㤋山ア࢝マツ林、大玉ࢫギ林では 2～8㸣とపࡃ、三ツ石ࣄノキ林、

金山ࢫギ林では 18～43㸣と㧗ࡗ࡞ࡃていた。ࡲた、ᅵተの放射性セシウム⵳✚๭ྜࡶ林ศ

ごとに␗࡞るഴྥを示していた。ࡇの࡞࠺ࡼⴠ葉ᒙの放射性セシウム⵳✚๭ྜの違いࡀ、ð

ᮌの放射性セシウム྾཰࡝࡞の森林ෆにࡅ࠾る放射性セシウムᚠ⎔に୚࠼るᙳ㡪を᫂࠿ࡽ

にするために、࡞ࡽࡉるㄪᰝࡀᚲせで࠶る。 
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㸶㸬林野ᗇ（2019）ᖹ成 30 年度 森林ෆの放射性≀㉁のศᕸ≧ἣㄪᰝ結果にࡘいて 

� � http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/H30_jittaihaaku.html 

㸷㸬林野ᗇ（2020）௧࿴元年度 森林ෆの放射性≀㉁のศᕸ≧ἣㄪᰝ結果にࡘいて 

  https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/R1_jittaihaaku.html 
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 2011 2012 … 2016 … 2018 … 2020 

館
山
ア
カ
マ
ツ
林 

測定なし 測定なし 

… 

測定なし 

… 

611±219 
kBq/m2 

 

… 

658±221 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
ス
ギ
林 

1240±287 
kBq/m2 

 

1019±358 
kBq/m2 

 

… 

946±376 
kBq/m2 

 

… 

862±334 
kBq/m2 

 

… 

882±404 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
ヒ
ノ
キ
林 

測定なし 991±290 
kBq/m2 

 

… 

802±244 
kBq/m2 

 

… 

626±306 
kBq/m2 

 

… 

818±378 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
コ
ナ
ラ
林 

測定なし 測定なし 

… 

443±98 
kBq/m2 

 

… 

548±93 
kBq/m2 

 

… 

504±163 
kBq/m2 

 

金
山
ス
ギ
林 

測定なし 407±132 
kBq/m2 

 

… 

305±131 
kBq/m2 

 

… 

317±96 
kBq/m2 

 

… 

309±164 
kBq/m2 

 

大
玉
ス
ギ
林 

 106±19 
 kBq/m2 

93±36 
 kBq/m2 

 

… 

74±17 
kBq/m2 

 

… 

65±9 
kBq/m2 

 

… 

74±24 
kBq/m2 

 

図 5.-9� ㄪᰝ林ศにࡅ࠾るᶞᮌཬࡧᅵተの㒊఩ูの放射性セシウム⵳✚㔞のศᕸ๭ྜ 

ᕥୖに放射性セシウムの༢఩㠃✚࠶たࡾ⵳✚㔞のྜ計（±ᶆ‽೫ᕪ）を示した。 

（ὀ）2013 年度、2014 年度、2015 年度、2017 年度、2019 年度のㄪᰝ結果は┬␎。 
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表 5.-3� 2011～2020 年度にࡅ࠾るྛㄪᰝᆅの放射性セシウム⵳✚㔞の㒊఩ูศᕸ๭ྜ 

 

 

 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

館
山
ア
カ
マ
ツ
林 

葉, 枝 - - - - - - 0.5%, 1% 0.5%, 1% 0.7%, 2% 0.3%, 0.6% 

樹皮 - - - - - - 1% 1% 1% 0.8% 

材 - - - - - - 0.5% 0.4% 0.6% 0.3% 

落葉層 - - - - - - 15% 20% 5% 8% 

土壌 - - - - - - 82% 77% 91% 90% 

三
ツ
石
ス
ギ
林 

葉, 枝 32%, 9% 7%, 5% 2%, 3% 0.9%, 1% 0.9%, 1% 0.3%, 0.6% 0.4%, 0.7% 0.2%, 0.6% 0.3%, 0.6% 0.2%, 0.4% 

樹皮 4% 3% 3% 2% 2% 2% 2% 2% 2% 1% 

材 0.2% 0.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 1% 0.8% 1% 0.8% 

落葉層 32% 17% 19% 19% 9% 6% 6% 3% 5% 2% 

土壌 23% 68% 72% 77% 87% 91% 90% 94% 92% 96% 

三
ツ
石
ヒ
ノ
キ
林 

葉, 枝 - 12%, 4% 7%, 2% 5%, 1% 3%, 1% 0.8%, 0.7% 2%, 0.5% 0.8%, 0.8% 0.5%, 0.5% 0.8%, 0.5% 

樹皮 - 3% 2% 2% 2% 2% 2% 3% 2% 2% 

材 - 0.3% 0.4% 0.7% 0.8% 1% 1% 1% 1% 1% 

落葉層 - 44% 49% 37% 50% 50% 35% 31% 20% 43% 

土壌 - 37% 39% 54% 43% 45% 60% 64% 76% 53% 

三
ツ
石
コ
ナ
ラ
林 

葉, 枝 - - - - 0.4%, 1% 0.5%, 1% 0.6%, 1% 0.4%, 0.8% 0.6%, 1% 0.5%, 0.9% 

樹皮 - - - - 4% 4% 3% 3% 3% 3% 

材 - - - - 0.8% 1% 2% 2% 2% 2% 

落葉層 - - - - 37% 20% 20% 10% 13% 3% 

土壌 - - - - 57% 73% 72% 85% 80% 91% 

金
山
ス
ギ
林 

葉, 枝 - 12%, 16% 8%, 13% 4%, 4% 2%, 3% 2%, 2% 3%, 2% 0.9%, 2% 1%, 1% 1%, 1% 

樹皮 - 0.9% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0.9% 

材 - 0.5% 0.5% 0.7% 0.8% 2% 1% 2% 2% 1% 

落葉層 - 49% 52% 46% 31% 35% 16% 14% 24% 18% 

土壌 - 22% 25% 44% 61% 59% 77% 79% 71% 77% 

大
玉
ス
ギ
林 

葉, 枝 26%, 7% 11%, 3% 5%, 3% 1%, 1% 0.6%, 0.7% 0.9%, 1% - 0.3%, 0.5% - 0.3%, 0.2% 

樹皮 1% 0.8% 0.9% 0.3% 0.6% 0.5% - 0.5% - 0.4% 

材 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.5% 0.5% - 0.6% - 0.4% 

落葉層 42% 23% 26% 15% 11% 12% - 5% - 3% 

土壌 24% 63% 65% 82% 86% 85% - 93% - 95% 




